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 創造主、天の父母様に似た、真の愛を実践する 

天一国の真の主人になろう！ 

【年頭標語】 

11月2日 礼拝のみ言  

 シケムと清平の決意 

 イスラエル民族が430年間、エジプトで苦労の生活をし

ました。そして解放されることを願いモーセによってカナン

へと出発、荒野の生活が40年でした。決して簡単なことで

はありません。決まった場所がないのでいつも移動しなけ

ればなりません。神様だけを頼って荒野を渡ってきまし

た。カナンに入ってからの内容がもっと重要でした。カナ

ンには人がいました。そして立派な文化が定着していまし

た。ですからカナン民族は命をかけてイスラエル民族と闘

うのです。カナン民族と命を懸けて戦う事によりカナンが

イスラエルのものになるのです。その闘いの期間が７年間

でした。今は真のお母様と共に神様に侍りながら闘う期

間なのです。私たちは新氏族メシヤの闘いをするので

す。その闘いをする期間が2020年までの7年間なので

す。では何を持って闘うのでしょうか？祝福家庭は氏族メ

シヤとして国家を代表するので、祝福家庭が立てば天運

が来るのです。 

 血統守ってきたイスラエル民族がカナン民族と結婚をし

てしまいました。また２世の教育が出来ませんでした。あ

れほど苦労したイスラエル民族が2世に相続できなかった

ためにカナンに定着することが出来ませんでした。そのこ

とをわかっているので、信仰の浄化運動しているのです。

どちらの神に侍るかという事です。信仰がどんどん人間的

になって行ってしまっています。人間の神に侍っていって

しまうのです。楽な方へと流れて行ってしまいます。御父

母様の伝統より楽な方へと流れて行ってしまうのです。 

 そこでお母様は私たちの信仰を立てる機会を与えて下

さいました。経験が足りない２世ですがを前に立てようとし

ているのです。今回のお母様のみ言がそのような意味が

あったと思うのです。私たちは天の前に正直にならなけれ

ばなりません。純粋な水にならなければならないのです。

父母様に一つになっていきましょうという事です。訓読の

伝統を守っていきましょう。初心に戻っていきましょう。そう

すれば神様が役事するのです。 

  

 

本教会の礼拝に初めて参加された方を心から歓迎いたします 
  天の父母様と真の御父母様の祝福が共にありますようお祈り致します 

 

1．お誕生日を迎えた食口の皆様、おめでとうございます。 

2．５０周年特別路程  （９月２日～１１月３０日までの歩み） 

来年は日韓国交正常化から50周年を迎える年であり、内的には、

ＴＦが日本を訪問されて50周年を記念する年でもあります。ＴＦは

1965年から世界40カ国を巡回され、120カ所の聖地を決定されまし

た。その最初が東京の代々木公園であり、最後の120番目の聖地

に青坡洞前本部教会を定めました。母の国・日本を始めとして、父

の国・韓国で最後を結んだように、日本から始まって全世界の平和

が韓国に結ばれ、南北統一の道まで結ばれるように条件を立てて

いきましょう。  

3．嫁さん弁当 

  期日：11月12日（水）です。 

4．第3地区 徳野会長特別集会 （14日に変更） 

  期日：11月14日（金）10:30～13:00（予定） 

  場所：むさしのグランドホテル 

  参加対象：牧会者、婦人代表、教会スタッフ、全食口 

  参加感謝献金：1000円  

5．代々木聖地祈祷会 

  代々木聖地での早朝精誠訓読祈祷会が再開されました。 

  浦和教会担当が、11月18日（火）午前5時です。 

6．伝道三日路程 

  期間：11月18日（火）～11月20日（木） 

7．VISION2020 勝利の為の神氏族的メシヤ修練会 

  第2 回：11/15(土) 午後4 時～11/18(火）正午 

  場所：天宙清平修錬苑 

  修練会参加感謝献金：1 万円 

  ※最終名簿報告期限：2014 年11 月11日（火） 

  参加目標-第3地区57名、東埼玉19名、浦和4名 
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「6500家庭会総会・二世祝福父母交流会」を開催 
  
天暦（閏）9月9日（陽暦11月1日）、教会本部礼拝堂で、
「6500家庭会総会・二世祝福父母交流会」が開催され、首都
圏を中心として約150人が出席しました。  
 「6500家庭会」は、1988年に行われた6500双祝福と既成祝
福、そして翌年1989年に開催された1275双の祝福家庭で構
成された家庭会です。 
第一部の総会ではまず、御嶽山噴火の犠牲者に対して黙
祷を捧げました。犠牲になった教会員4人中、2人が6500双
家庭でした。その後、金成南・6500家庭会長が主催者挨拶
を述べ、1988年の6500双祝福から26周年を迎えた感謝と共
に、子女たちが祝福を受ける年頃になったことに触れ、「父
母の結束を深めて責任を果たしていきましょう」と強調しまし
た。家庭会の活動報告とケーキカットの後、徳野英治・日本
統一教会会長が激励の辞を、三つの観点で語りました。第
一点は、「相対者（伴侶）を大切にしましょう」。「相対者は聖
和（逝去）していなくなった時に本当の有難味が分かるもの
かもしれないが、今一度尊重して見つめ直すこと、相手の欠
点を変えようとせず、自分が変わって良い関係を作っていく
ことが大切である」。 
 第二点は、「子女教育の強化」。二世青年圏対象の「日本
トップガン修練会」の開催を紹介しながら、「家庭から公職者
を輩出する名門家になりましょう」と激励。第三点は、「氏族
的メシヤの勝利」についてでした。 

 それでこそ私が是正してあげることができます。率直であれ
というのです。如何にしてでも、韓国で出発したこの摂理歴史
が本流です。大きな流れになって五大洋六大州を席巻して通
過するところに生命が復活すると言いましたね。それを、私た
ちは積極的に現実化させなければなりません。そのために
は、皆さんが、各大陸で報告した良い長所をすべて見習って
そのように努力すべきです。朝、各家庭で、教会でみ言訓読
しながら精誠を捧げるべきです。そうしてこそ霊界が動員され
ます。今、皆さんは恐れるものはありません。自分一人だけで
はないのです。立体的に皆さんを通して役事されています
ね。それを実感しながら暮らす人生を、息切れして、嬉しいこ
の時を感謝の心で皆さんが実践しなければなりません。そうで
なければ、皆さんだけでなく、皆さんの後代に恨として残され
ます。皆さんはすべて名門家になりなさいと言いました。孝
子、孝女、忠臣、聖子に皆なりなさいと言いました。皆さんがい
かに実践するかにかかっています。私は、親の心はそうです。
生涯を許し、消しながら生きてきました。次は考えないように、
そのような先入観で見ないように努力しました。今現在、よく
やっている姿で最後までよくやって行くことを期待していまし
た。だから今、私の心が伝わるのか、そのように感動を受けて
いました。それだけ皆さんの成長期間が長かったのです。これ
からいつまでそのように保護を受けなければならないのでしょ
うか？今や皆さん自身が責任を全うする時です。分かりました
か？ここに世界指導者級の指導者たちだけが集まったようで
すが、皆さんが私と同じ思いで今決断すべきです。だからま
ず、韓国から私が調整するつもりです。大きな流れになって大
海に早く流れて行くためには、途中ですべての支流は一つに
合流するようになっています。ですから私たちの機関も、なる
べく多く広げて置くよりも、縮小する必要があります。 
  二つよりは、一つ。ところが、あまりにも韓国協会が大きくなっ
てみると、それも力不足なので、今は縮小することができる分
だけ、機関は縮小して協会と一つになっていく方向に、伝道、
その次に指導者養成、二世、青年、カープが中心とならなけ
ればなりません。  

 

                                  説教者 ： 李 炯燮教区長 

                              司会者 ： 田川 敏 

           伴奏者 ： 町田滋子 

     開   会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

     黙   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 ※聖   歌  ・・・・・・・・・・  聖歌 26番  ・・・・・・・・・ 体 

 ※敬   拝  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体  

 ※家庭盟誓  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体     

 ※年頭標語  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

    代表祈祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

   聖   歌   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   聖歌隊         

    み言訓読  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体                                  

     説      教   召命の人生 

 ※聖歌と献金 ・・・・・・・・・・  聖歌 19番  ・・・・・・・・・  

 ※祝   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    教区長  

 ※全体祈祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

    お知らせ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

   閉      会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     司会者 

 

  

  
『 生めよ、殖えよ、地に満ちよ 』      
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※年 頭 標 語 

   代表報告祈祷 

   聖          歌 

   み 言 訓 読 

   説          教月    

※聖歌と献金  

※祝          祷 

※全 体 祈 祷    

   お 知 ら せ  

   閉          会                                             

 神氏族メシヤ勝利 


